
2014年3月期第１四半期 
決算説明会 

2013年7月31日 

常務執行役員  斉藤 典和 
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本日お話しさせて頂くこと 
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2014年3月期第1四半期  業績概要 

224 

210 

212 

255 

102 

0 

204 

51 

0 

255 

204 

0 

208 

186 

189 

251 

213 

201 

255 

124 

128 

255 

129 

177 

51 

87 

132 

テーブルの線の太さは1pt 
245 

239 

240 

（億円） 
営業利益率 

＋2.6% 

前年同期 

文字の大きさは 

極力18pt以上 

スクリプトの文字は 

極力16pt以上 

第1四半期 前年同期 

営業収益 営業利益 

 為替が前年比で大幅な円安となったことで減益と

なったが、営業利益は220億円を確保 

 営業利益の通期見通し1,400億円の達成及びさら

なる上積みに向け順調に進捗 

（億円） 

第1四半期 

前年同期 第1四半期 
前年 

同期比 

為替(円/USD) 81.4 99.0 +21.6% 

為替レート 



収入 費用 

314 

220 

+53 

▲8 +20 
208 

営業利益への為替影響 詳細 

為替影響について 

（単位：億円） 

費用（燃油以外） 収入 

3 

▲45 

為替影響 

▲106億円 

為替影響除き 

+12億円 

為替影響を除いた 
営業利益（試算） 

前年同期 

（81.4円/USD） 

第1四半期 

（99.0円/USD） 

▲114 

燃油費 



ボーイング787型機の状況について 

787型機 就航路線の状況 

 6月1日よりボーイング787型機の運航を再開 

 

 7月1日より成田＝ヘルシンキ(フィンランド)線を

787型機により新規就航しネットワークの拡充

を図る 

 

 運航再開後の予約状況は堅調に推移 

 

 

(*) ボストン・サンディエゴ・ヘルシンキ線 

運航見合わせの影響 

4 

主な就航路線の予約状況(7/25時点、無償旅客を含む) 

7月 8月 

新規路線 計(*) 82% 83% 

787就航路線 計 79% 78% 

国際線 計 83% 78% 

運航見合わせによる収支影響（億円） 

収入 費用 収支 

▲48 22 ▲26 

 収支影響は期初見通しから変更なし 



ユニットコスト(円) (3) 8.5 8.5 +0.0 

燃油費含む 11.6 11.8 +0.2 

EBITDAマージン (%) (1) 18.0% 14.2% ▲3.8pt 

EBITDARマージン (%) (2) 20.7% 16.8% ▲3.9pt 

連結経営成績 
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1. EBITDAマージン=EBITDA/営業収益 EBITDA=営業利益+減価償却費 

2. EBITDARマージン=EBITDAR/営業収益 EBITDAR=営業利益+減価償却費+航空機材賃借料 

3. ユニットコスト=航空運送連結費用(燃油費を除く)÷ASK   

    ※航空運送連結：今年度より対象範囲を航空運送6社から、航空運送関連事業会社26社を加え32社とした 本頁の前年数値も同範囲にて表記 

（単位：億円） 前年同期 第1四半期 前年同期比 

営業収益 2,867 2,941 +2.6% 

航空運送連結 2,591 2,629 +1.5% 

営業費用 2,553 2,720 +6.5% 

航空運送連結 2,308 2,444 +5.9% 

営業利益 314 220 ▲29.8% 

航空運送連結 283 184 ▲34.8% 

営業利益率 (%) 11.0% 7.5% ▲3.5pt 

経常利益 307 196 ▲35.9% 

四半期純利益 269 183 ▲31.9% 

ASK（百万席キロ） 19,951 20,705 +3.8% 

RPK（百万人キロ） 13,386 13,711 +2.4% 

注： 

2014年3月期 第1四半期 連結経営成績 

 営業収益は2,941億円と

なり前年比+2.6% 

 

 営業利益は220億円となり

前年比▲29.8% 

 

 売上高営業利益率は

7.5% 
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2014年3月期 第1四半期 

営業利益増減の推移 

ASK前年同期比： +3.8% 

RPK前年同期比： +2.4% （単位：億円） 

燃油費 その他収入 

費用+167億円 

第1四半期 

収入+73億円 

前年同期 

その他費用 
収入連動 

供給連動 

国際貨物 
国内旅客 

国際旅客 

+3.1% 

+0.5% ▲1.5% +5.8% 

▲10.7% 

▲8.0% 

▲8.1% 

▲4.7% 

▲93億円 
(▲29.8%) 

220 

+5 

+40 ▲66 

▲16 

▲8 
▲75 

▲1 +30 

314 
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国際旅客事業（輸送実績） 
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前年同期 第1四半期 前年同期比 

旅客収入（億円） 959 989 +3.1% 

 ASK（百万席キロ） 10,853 11,260 +3.7% 

 RPK（百万人キロ） 7,961 8,180 +2.8% 

 有償旅客数（千人） 1,803 1,781 ▲1.2% 

 座席利用率（%） 73.4% 72.6% ▲0.7pt 

 イールド（円）(1) 12.0 12.1 +0.4% 

 ユニットレベニュー（円）(2) 8.8 8.8 ▲0.6% 

 単価（円）(3) 53,187 55,543 +4.4% 

1. イールド=旅客収入/RPK 

2. ユニットレベニュー=旅客収入/ASK 

3. 単価=旅客収入/有償旅客数 

注： 

国際旅客事業の状況 

 旅客収入は989億円となり

前年比+3.1%の増収 

 

 座席利用率は72.6% 

 

 単価が前年比+4.4%となり

増収に寄与 
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国際旅客事業（旅客収入の推移） 
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989 

第1四半期 

 

▲7 

旅客数 単価 

+37 

前年同期 

959 

・為替 
・需要構成等 

・中国・韓国線が不調 
・東南アジア線が好調 

 

+30億円 

(+3.1%) 

 

2014年3月期 第1四半期 

 東南アジア線好調 

利用率71.9% （前年68.6%） 

 

 SKY SUITE 777導入拡大 

ロンドン線に加えニューヨーク線に導入 

拡大。利用率向上に寄与 
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国内旅客事業（輸送実績） 
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前年同期 第1四半期 前年同期比 

旅客収入（億円） 1,082 1,088 +0.5% 

 ASK（百万席キロ） 9,097 9,444 +3.8% 

 RPK（百万人キロ） 5,425 5,531 +2.0% 

 有償旅客数（千人） 7,112 7,360 +3.5% 

 座席利用率（%） 59.6% 58.6% ▲1.1pt 

 イールド（円）(1) 20.0 19.7 ▲1.4% 

 ユニットレベニュー（円）(2) 11.9 11.5 ▲3.2% 

 単価（円）(3) 15,224 14,783 ▲2.9% 

注： 1. イールド=旅客収入/RPK 

2. ユニットレベニュー=旅客収入/ASK 

3. 単価=旅客収入/有償旅客数 

国内旅客事業の状況 

 旅客収入は1,088億円となり

前年比+0.5%の増収 

 

 単価は団体旅客の構成が高

まったことから前年比▲2.9% 

 

 旅客数が前年比+3.5%となり

増収に寄与 
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+40 

 
 

国内旅客事業（旅客収入の推移） 
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•供給座席数増加 

•その他施策等 

・需要構成等      

2014年3月期 第1四半期 

第1四半期 

 

1,088 

旅客数 単価 

▲35 

前年同期 

1,082 

 路線ネットワークの拡充 

 

 

 

 

 

 

 団体旅客需要が好調 

 東京ディズニーリゾート®30周年を記念した 

 タイアップ企画を展開 
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+5億円 

(+0.5%) 

 

新規開設 羽田=中部(名古屋) 

 

再開 伊丹=函館、三沢、松山 

札幌=新潟 

増便 伊丹=福岡、花巻、仙台、
新潟、大分、宮崎  等 



主要営業費用項目 
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（単位：億円） 前年同期 第1四半期 
前年 

同期差 

前年 

同期比 

 燃油費 616 683 +66 +10.7% 

 運航施設利用費 186 200 +14 +7.6% 

 整備費 69 96 +27 +39.3% 

 航空販売手数料 50 54 +4 +7.9% 

 航空機材償却費 150 146 ▲3 ▲2.4% 

 航空機材賃借料 78 77 ▲0 ▲0.5% 

 人件費 564 584 +19 +3.4% 

 その他 837 877 +40 +4.8% 

営業費用計 2,553 2,720 +167 +6.5% 

営業費用内訳 

11 

 供給増・円安により燃油費が

66億円増加 

 

 客室改修の集中による外注

費増・円安により整備費が

27億円増加 

 

 賞与水準の上昇等により、

人件費が19億円増加 

 

 円安による影響は159億円

の営業費用増 

 

ASK前年比：+3.8% 



財務状況 
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注： 

1. 割賦未払金を含む。 

2. D/Eレシオ＝（オンバランス有利子負債）÷（自己資本） 
3. ネットD/Eレシオ＝（オンバランス有利子負債-現預金）÷（自己資本） 
   小数第2位を四捨五入 

（単位：億円） 
前年度末 

2013/3/31 
第1四半期末 

2013/6/30 
前年度末差 

総資産 12,166 12,237 +70 

現金及び預金 3,479 3,404 ▲75 

有利子負債残高 (1) 1,601 1,492 ▲108 

オフバランス 

         未経過リース料 
2,071 2,038 ▲33 

自己資本 5,650 5,514 ▲135 

自己資本比率 (%) 46.4% 45.1% ▲1.4pt 

D/Eレシオ（倍） (2) 0.3x 0.3x ▲0.0 

ネットD/Eレシオ（倍） (3) ▲0.3x ▲0.3x ▲0.0 

 第1四半期末 連結財務状況 

 有利子負債残高は返済等に

より108億円減少し1,492億円 

 

 自己資本比率は配当金支払

等により1.4pt減少し45.1% 

12 



注： 1.固定資産の取得による支出 

       2.定期預金の入出金を除く 

       3.営業キャッシュフロー+投資キャッシュフロー 

       4.長期借入金の返済+リース債務の返済 

       5.営業キャッシュフロー+投資キャッシュフロー+財務キャッシュフロー 

 

キャッシュフロー 
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（単位：億円） 前年同期 第1四半期 前年同期差 

  税金等調整前四半期純利益 304 209 ▲94 

  減価償却費 201 196 ▲4 

  その他 161 178 +16 

営業キャッシュフロー合計 666 584 ▲82 

  設備投資額 (1) ▲258 ▲258 +0 

  その他 +4 +18 +13 

投資キャッシュフロー合計 (2) ▲253 ▲239 +13 

 フリーキャッシュフロー (3) 413 344 ▲68 

   有利子負債返済 (4) ▲114 ▲108 +5 

  その他 ▲79 ▲308 ▲229 

財務キャッシュフロー ▲193 ▲416 ▲223 

キャッシュフロー合計 (5) 219 ▲72 ▲291 

EBITDA 515 417 ▲97 

EBITDAR 593 495 ▲98 
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テーブルの線の太さは1pt 
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参考資料 

2014年3月期第1四半期業績概要 

ボーイング787型機の状況について 

2014年3月期第1四半期業績詳細 

1 

 



《参考》燃油・為替の影響度 
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燃油費への感応度(ヘッジなし) 燃油費に対する年度別ヘッジ概況 (2013年6月末時点) 

2013年度 

見通し 
前年同期 

2014年3月期 

第1四半期 
前年同期比 

シンガポールケロシン (USD/bbl) 127 130.9 118.4 ▲9.5% 

日本入着原油(CIFJ)(USD/bbl) 114 124.3 111.1 ▲10.6% 

為替 (円/USD) 95 81.4 99.0 +21.6% 

燃油・為替前提 

約40% 

約15% 

約5% 

約80% 

約25% 

約5% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

FY2013 FY2014 FY2015

燃油 為替 

14 

燃油費への影響(年間) 

原油 
(1USD/BBLの変動) 

約20億円 

為替 
(1円/USDの変動) 

約25億円 



《参考》国際線収入大路別実績 

(単位:%) 前年同期 第1四半期 前年同期差 

太平洋線 32.5% 33.0% +0.5pt 

欧州線 19.0% 19.0% ▲0.0pt 

アジア・オセアニア 36.0% 37.5% +1.5pt 

中国線 12.5% 10.5% ▲2.0pt 

 (単位:千人) 前年同期 第1四半期 前年同期比 

太平洋線 396 400 +1.0% 

欧州線 161 157 ▲2.3% 

アジア・オセアニア 945 976 +3.2％ 

中国線 299 247 ▲17.6% 

(単位:百万席キロ) 前年同期 第1四半期 前年同期比 

太平洋線 3,808 4,007 +5.2% 

欧州線 2,055 1,963 ▲4.5% 

アジア・オセアニア 4,157 4,424 +6.4% 

中国線 832 864 +3.8% 

 (単位:%) 前年同期 第1四半期 前年同期比 

太平洋線 79.3% 77.7% ▲1.6pt 

欧州線 74.0% 75.3% +1.2pt 

アジア・オセアニア 68.7% 70.6% +1.9pt 

中国線 67.7% 53.8% ▲13.9pt 

(単位:百万人キロ) 前年同期 第1四半期 前年同期比 

太平洋線 3,021 3,113 +3.0% 

欧州線 1,521 1,477 ▲2.9% 

アジア・オセアニア 2,854 3,124 +9.5% 

中国線 564 465 ▲17.5% 

旅客収入(対国際線全体比率) 

ASK 

RPK 

有償旅客数 

Load Factor 

15 



《参考》保有航空機一覧 

16 

前年度末  

2013/3/31 
第1四半期末 

 2013/6/30 増減 

所有 リース 合計 所有 リース 合計 

大
型
機
 

Boeing 777-200 15 0 15 15 0 15 - 

Boeing 777-200ER 11 0 11 11 0 11 - 

Boeing 777-300 7 0 7 7 0 7 - 

Boeing 777-300ER 13 0 13 13 0 13 - 

大型機 小計 46 0 46 46 0 46 - 

中
型
機
 

Boeing 787-8 7 0 7 9 0 9 +2 

Boeing 767-300 16 0 16 16 0 16 - 

Boeing 767-300ER 14 18 32 14 18 32 - 

中型機 小計 37 18 55 39 18 57 +2 

小
型
機
 

MD90 2 0 2 0 0 0 ▲2 

Boeing 737-400 14 2 16 12 2 14 ▲2 

Boeing 737-800 18 31 49 18 31 49 - 

小型機 小計 34 33 67 30 33 63 ▲4 

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
機
 

Embraer 170 12 0 12 12 0 12 - 

Bombardier CRJ200 9 0 9 9 0 9 - 

Bombardier D8-400 9 2 11 9 2 11 - 

SAAB340B 9 2 11 9 2 11 - 

Bombardier D8-300 1 0 1 1 0 1 - 

Bombardier D8-100 4 0 4 4 0 4 - 

リージョナル機 小計 44 4 48 44 4 48 - 

合計 161 55 216 159 55 214 ▲2 



当資料に関するお問い合わせ先 

 

日本航空株式会社 

 

財務・経理本部 財務部 

 

 電話番号 03-5460-3068 
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 本資料には、日本航空株式会社（以下「当社」といいます）及びそのグループ会社（以下当社と併せて「当社
グループ」といいます）に関連する予想、見通し、目標、計画等の将来に関する記述が含まれています。これら
は、当社が当該資料作成時点（又はそこに別途明記された時点）において入手した情報に基づく、当該時点
における予測等を基礎として作成されています。これらの記述のためには、一定の前提・仮定を使用していま
す。これらの記述又は前提・仮定は当社経営陣の判断ないし主観的な予想を含むものであり、様々なリスク及
び不確実性により、将来において不正確であることが判明し、あるいは将来において実現しないことがありま
す。したがって、当社グループの実際の業績、経営成績、財政状態等については、当社の予想と異なる結果と
なる可能性があります。かかるリスク及び不確実性には、日本その他の国・地域における経済社会状況、燃油
費の高騰、日本円と米ドルその他外貨との為替レートの変動、テロ事件及び戦争、伝染病その他航空事業を
取り巻く様々なリスクが含まれますが、これらに限定されるものではありません。 
  本資料に掲載されている将来情報に関する記述は、上記のとおり当該資料の作成時点（又はそこに別途明
記された時点）のものであり、当社は、それらの情報を最新のものに随時更新するという義務も方針も有してお
りません。 
 本資料に掲載されている情報は、情報提供を目的としたものであり、いかなる有価証券、金融商品又は取引
についての募集、投資の勧誘や売買の推奨を目的としたものではありません。 
  本資料への当社グループに関する情報の掲載に当たっては万全を期しておりますが、監査を経ていない財
務情報も含まれており、その内容の正確性、完全性、公正性及び確実性を保証するものではありません。従い
まして、本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負うものではございません。 
 なお、本資料の著作権やその他本資料にかかる一切の権利は日本航空株式会社に属します。 
 


